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地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て

　
－
日
野
市
の
事
例
を
中
心
と
し
て
－

成
　
田
　
恭
　
隆

は

じ
め
に

　
地
域
保
健
医
療
に
関
す
る
研
究
は
各
方
面
に
お
い
て
な
さ
れ
、
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
保
健
医
療
に
関
す
る
社
会

的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
我
国
に
お
け
る
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
感
染
症
（
特
に
結
核
）
に
ょ
る
死
亡

率
は
減
少
し
た
が
、
し
か
し
、
中
高
年
者
を
中
心
と
し
て
死
亡
率
の
高
い
、
脳
卒
中
・
癌
・
心
疾
患
と
言
っ
た
成
人
病
や
、
加
齢
現
象
に

伴

な
っ
て
起
き
る
慢
性
疾
患
、
及
び
、
現
在
原
因
不
明
の
治
療
方
法
の
な
い
難
治
性
疾
患
（
難
病
）
と
言
っ
た
疾
病
構
造
へ
と
変
化
し
て

い

る
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
は
、
当
然
、
そ
の
治
療
等
に
よ
り
生
命
は
維
持
出
来
る
が
、
そ
の
疾
患
が
慢
性
疾
患
と
な
り
治
療
を
し
な
が
ら

社
会
生
活
を

送

る
必
要
性
が
あ
り
、
又
、
死
の
不
安
と
、
療
養
生
活
中
の
経
済
的
・
社
会
的
不
安
を
持
っ
て
生
活
を
す
る
事
に
な
る
。
こ

の

よ
う
な
人
々
に
対
し
て
現
在
で
は
、
国
・
地
方
自
治
体
等
に
お
い
て
救
済
す
べ
く
政
策
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
、
不
完
全
な
も
の

で

あ
り
、
彼
等
の
持
つ
不
安
を
取
り
の
ぞ
く
ま
で
至
っ
て
お
ら
ず
、
政
策
の
遅
れ
を
論
じ
る
必
要
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
社
会
の
中
に
お

い

て
、
こ
の
よ
う
な
疾
患
を
持
つ
人
や
そ
の
家
族
を
い
か
に
受
け
入
れ
る
か
の
問
題
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
難
病
の
中
に
は

在
宅
で
療
養
を
し
て
い
る
人
々
が
多
く
、
あ
る
者
は
、
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
り
、
あ
る
者
は
家
族
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
一
家
の
働
き
手
が
倒
れ
、
家
族
が
離
散
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
、
社
会
生
活
の
中
に
お
け
る

療
養
生
活
を

可
能

に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
地
域
保
健
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
・
実
践
が
な



さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
以
下
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、

地
域
保
健
医

療
に

つ

い
て
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地
域
保
健
医
療
の
考
え

方
に

つ
い
て

は
、
各
々
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
地
域
保
健
医
療
の
目
指
す
も
の
は
、
地
域
住
民
の
健
康
の
保
持

増
進

と
福
祉
の
向
上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
地
域
保
健
医
療
実
践
に
お
い
て
は
、
目
的
と
方
法
を
明
確
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
．
す
な
わ
ち
、
地
域
保
健
医
療
で
あ
る
以
上
、
す
べ
て
の
疾
患
が
対
象
と
な
る
事
は
望
ま
し
い
が
、
し
か
し
大
変
困
難
で
あ
り
、
範
囲

を

広
げ
す
ぎ
る
と
、
成
果
も
期
待
出
来
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
住
民
の
宕
。
昔
に
よ
り
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
住
民
の
9
＆
㏄

で
あ
る
場
合
は
、
救
急
医
療
体
制
を
第
一
に
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
在
宅
老
人
の
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
域
保
健
医
療
を

進
め

る
に
あ
た
り
、
当
然
、
そ
の
目
的
に
ょ
り
方
法
も
異
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
方
法
は
異
な
っ
て
も
、
実
践
す
る
に
つ
い
て
の
重
要

な
要
素
が
あ
る
。
こ
の
要
素
が
有
機
的
に
結
合
し
、
作
用
す
る
な
ら
ぽ
、
可
能
と
な
る
。
そ
の
要
素
と
は
、
一
、
そ
の
地
域
の
医
師
会
、

二
、
住
民
の
協
力
、
三
、
保
健
所
の
協
力
、
四
、
市
役
所
等
の
行
政
機
関
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
四
大
要
素
が
有
機
的
に
機
能
す
る

事
が
前
提
条
件
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
項
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
事
に
す
る
。

二
、
地
域
保
健
医
療
の
四
大
要
素
に
つ
い
て

　
前
項
に
お
い

て
、
地
域
保
健
医
療
の
四
大
要
素
と
言
う
事
を
述
べ
た
が
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

O
　
地
域
医
師
会
に
つ
い
て

　
医
師
会

は
、
市
町
村
各
々
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
医
師
の
学
術
団
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
医
師
会
へ

　
は
、
そ
の
地
域
の
開
業
医
の
大
多
数
が
入
会
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
、
医
療
に
関
し
て
の
専
門
家
で

　
あ
り
、
保
健
医
療
の
o
巳
巳
o
n
－
r
e
a
d
e
r
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
医
師
は
、
診
療
活
動
を
通
じ
、
地
域
社
会
の
中
に
お
け
る
健
康
教
育
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．
健
康
の
保
持
増
進
を
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
専
門
家
は
、
地
域
内
に
お
い
て
、
最
も
、
医
療
技
術
の
点
に
お
い
て

　
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
地
域
内
の
健
康
問
題
を
考
え
、
地
域
保
健
医
療
を
進
め
る
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

⇔
保
健
所
に
つ
い
て

　
保
健
所
の

機
能

も
、
地
域
保
健
医
療
を
進
め
る
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
保
健
所
は
、
地
域
の
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的
と

　
し
て
存
在
し
地
域
内
の
保
健
問
題
解
決
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
又
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
。
保
健
所
業
務
も
多
岐
に
亘
る
が
、
保

　
健
婦
の
活
動
を
中
心
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
進
め
て
い
る
以
上
、
住
民
の
健
康
問
題
に
関
す
る
n
e
e
d
s
を
把
握
し

　
て

い

る
機
関
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
医
師
会
と
同
様
、
地
域
保
健
医
療
を
進
め
る
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
は

　
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⇔
　
地
域
住
民
に

つ
い

て

　
地
域
住
民

は
、
地
域
保
健
医
療
の
場
に
お
い
て
は
医
療
技
術
面
の
他
に
多
く
の
役
割
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
住
民
の
中
に
、
医
師

　
会
．
保
健
所
と
は
関
係
な
く
、
住
民
と
し
て
、
医
療
技
術
が
存
在
す
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
結
婚
し
て
家
庭
に
居
る
看
護
婦
・
保
健

　
婦
と
言
っ
た
潜
在
的
な
専
門
職
種
の
人
々
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
職
種
の
人
々
の
発
掘
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
か
つ
、
又
、
有
効
な

　
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
専
門
性
の
な
い
一
般
住
民
の
力
も
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
内
に
お
い

　
て
、
保
健
医
療
活
動
を
実
践
す
る
際
、
そ
の
地
域
内
の
対
象
と
な
る
人
々
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
病

　
人
の

あ
る
家
庭
や
、
独
居
老
人
の
家
庭
へ
行
き
、
日
常
生
活
上
の
事
に
つ
い
て
援
助
す
る
事
が
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
又
、
住
民
と
し

　
て
、
地
域
保
健
医
療
活
動
へ
の
要
望
を
出
し
、
住
民
自
身
が
、
参
加
し
、
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
理
解
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

　
よ
う
に
地
域
住
民
が
実
践
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
保
健
医
療
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
保
健
医
療

　
活
動

を
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
に
す
る
事
が
出
来
る
。

⑳
　
行
政
機
関
（
区
・
市
役
所
）
に
つ
い
て
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行
政
機
関

は
、
そ
の
地
域
内
の
す
べ
て
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
当
然
、
そ
の
機
能
の
中
に
は
、
福
祉
・
保
健
医
療
に
関
す
る

部
所
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
以
上
、
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
要
素
と
の
間
に
関
係
が
生
じ
て
く
る
。

又
、
地
域
保
健
活
動
を
実
践
す
る
際
の
財
政
の
問
題
等
の
関
係
が
あ
り
、
又
、
行
政
の
中
に
地
域
保
健
医
療
や
福
祉
に
関
す
る
問
題
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
行
政
機
関
と
し
て
は
、
住
民
や
医
師
会
等
か
ら
の
要
望
な
ど
を
取
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
、
又
、
地
域
保
健
活

動

を
、
支
え
て
行
く
た
め
に
も
重
要
な
要
素
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

三
、
地
域
保
健
医
療
の
具
体
例
に
つ
い
て

　
前
項
に
お

い
て

は
、
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
の
要
素
等
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
で
は
、
地
域
保
健
医
療
活
動
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
形
で
実
践
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
日
野
市
に
お
け
る
難
病
対
策
を
例
に
あ
げ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
現
在
、
日
野
市
に
お
い
て
は
、
難
病
対
策
を
中
心
と
し
て
、
地
域
保
健
医
療
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
日
野
市
の
難
病
対
策
は
、
昭

和

五
一
年
五
月
、
日
野
保
健
所
を
会
場
と
し
て
、
第
一
回
の
日
野
市
難
病
集
団
検
診
を
契
機
と
し
て
進
め
ら
れ
て
来
た
。
当
然
、
第
一
回

難
病
検
診
を

実
施
す
る
以
前
に
、
そ
の
準
備
段
階
が
あ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
日
野
市
医
師
会
と
、
住
民
団
体
の
接
触
か
ら
始
ま
っ

た
の

で
あ
る
。
日
野
市
医
師
会
に
お
い
て
は
、
地
域
保
健
医
療
に
関
心
を
以
前
か
ら
持
ち
、
特
に
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
や
、
難
病
患

者
へ
の
在
宅
治
療
等
に
つ
い
て
実
施
す
べ
く
検
討
し
て
い
た
が
、
医
師
会
の
み
で
は
、
そ
の
人
的
状
況
か
ら
実
行
が
困
難
で
あ
っ
た
。
又

日
野
市
の
市
民
団
体
（
日
野
市
医
療
と
福
祉
を
進
め
る
会
）
に
お
い
て
も
、
難
病
患
者
、
家
族
の
窮
状
を
知
り
援
助
す
べ
く
検
討
し
て
い

た
の

で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
、
両
者
の
話
し
合
が
持
た
れ
、
協
力
し
あ
う
事
が
約
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ

て

述
べ
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
表
2
は
難
病
集
団
検
診
の
シ
ス
テ
ム
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
図
示
す
る
と

図
1
と
な
る
。
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表1　日野市難病集団検診の記録

第1回難病検診までのあゆみ

市議会での難病関係の質問（スモン）

市公報による難病キャンペーン

市議会において難病対策を決議

難病福祉手当発足

難病患老，家族と市長との座談会

日野市医療と福祉を進める会結成

第1回難病集団検診

第1回難病カンファレンス

難病集団検診

第1回難病集団検診（神経系）

会場　日野保健所

第2回難病集団検診（膠原病）

会場　日野保健所

第3回難病集団検診（神経）

会場　日野市立第一小学校

第4回難病集団検診（膠原病）

会場　日野保健所

第5回難病集団検診（神経）

会場　日野保健所

第6回難病集団検診（神経）

会場　日野保健所

第7回難病集団検診（膠原病）

会場　日野保健所

第8回難病集団検診（神経）

会場　日野保健所

第9回難病集団検診（膠原病）

会場　日野保健所

　　　S　49．6

　　　　S　49．9～50．8

　　　S　49．12

　　　S　50．4

　　　S　50．ユO

　　　S　50．10

　　　S　51．5

　　　S　51．6

年月　受診数

51．5

52．2

52．5

52．11

53．6

53．5

53．ユ1

54．5

54．10

105名

99名

93名

67名

44名

82名

69名

82名

エ62
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表2難病集団検診のシステム

1）当日までの体制

　（1）宣伝　日野市の公報に2回掲載

　（2）受付　進める会会員が電話で受付ける

　（3）アンケート用紙を送付

（・）眠（難を雛利用してし’る医簸蹴頼し検査‘撒どを言己入し）

2）検診体制

　（1）受診者の出迎え（希望者を自動車で迎える）

（2）受付

　（3）予診（保健婦，等が行なう）

　（4）受診者（1名に付1名の看護婦を付ける）

　（5）予診にもとづき，専門医を決定する（日野医師会）

　（6）専門医による検診と指示

　⑦障害判定とリハビリ指導（医師会とPT）

　（8）保健所相談コーナー（日野保健所保健婦）

　（9）福祉事務所相談コーナー

　　　　日野市の難病福祉手当の紹介，障害判定に基づいて障害手帳の手続の案内

　（19　進める会の相談コーナー

　　　　受診状況の検討，日常生活の相談

　⑪　医師会コーナー

　　　　カルテの検討，地域内医師の紹介

　　〔「新しい地域医療をもとめて　日野市難病レポート78」，「同　79」〕
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図1　地域包括連携保健システム

1）日野市医師会

2）医療と福祉を

　進める会

3）専門医（市外）
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表
1
で
示
す
よ
う
に
、
難
病
検
診
も
九
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
又
、
表

1
の
〔
1
〕
の
（
8
）
に
第
一
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
あ
る
が
、
以
後
毎
月

一
回

程
度
の
割
合
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
各

々

の

代
表
が
集
ま
り
意
見
を
交
換
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
に
お
い
て
、

第
一
回
検
診
後
の
第
一
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
、
息
者
家
族
の
代
表

よ
り
、
専
門
医
に
よ
る
治
療
は
地
域
以
外
の
診
療
機
関
に
お
い
て
治
療
を
受

け
る
事
が
出
来
る
が
、
疾
病
の
特
殊
性
に
よ
り
、
状
態
の
急
変
や
、
日
常
の

医
療
問
題
に
お
い
て
、
大
変
困
難
な
問
題
の
多
い
事
が
述
べ
ら
れ
た
。
又
、

日
野
市
医
師
会
の
方
か
ら
も
難
病
の
特
殊
性
に
よ
り
、
日
常
の
ケ
ア
ー
に
多

く
の
問
題
が
あ
る
と
言
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
難
病
の
よ
う

な
、
専
門
医
に
よ
る
治
療
の
必
要
な
疾
患
の
在
宅
療
養
が
困
難
で
あ
る
事
が

明
確
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
遠
く
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
も
、
大
変
困
難
な

状
況
の

患
者
の

多
い
事
に
よ
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
た
。

　
そ
の

解
決
策
が
図
2
で
あ
る
。

　
市
内
の
患
者
（
神
経
）
に
つ
い
て
は
、
都
立
府
中
病
院
よ
り
専
門
医
が
巡

回
診
療
に
よ
り
患
者
も
訪
問
す
る
際
に
、
市
内
の
主
治
医
が
立
ち
合
い
、
専

門
医
と
市
内
の
主
治
医
と
の
間
に
は
連
携
カ
ル
テ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

又
、
こ
の
時
、
保
健
婦
等
が
同
行
す
る
場
合
は
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

日
常
生
活
上
の
介
護
に
つ
い
て
も
指
導
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
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療
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診

学
　
会

研
究
班

」

⊂⊃
＿一一＿∫難病

＿＿＿、心者

専門医グループ

亮
来

A
病
院

都立府中病院　　　　　　　　　　　　　　　　　tn：川

　　図2　難病患者のホームケアと医師の連携一日野市医師会一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野市医師会：小松）

B
病
院

よ
り
、
市
内
の
主
治
医
に
お
い
て
は
、
難
病
患
者
に
対
す
る
日
常
ケ
ア
ー

の

問

題
点
を
解
決
す
る
場
合
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

現
在

は
、
市
内
の
難
病
の
患
者
に
対
し
て
市
内
の
主
治
医
が
決
定
し
、

又
、
在
宅
の
ま
ま
、
専
門
性
の
高
い
高
度
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
難
病
患
者
の
介
護
か
ら
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に

し
て
、
地
域
保
健
医
療
活
動
の
実
践
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
域
内
に
お

い

て
、
医
師
会
・
市
民
団
体
・
保
健
所
・
行
政
機
関
の
協
力
と
理
解
に
よ

っ

て
、
始
め
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
日
野
市
の
事
例
か
ら
一

部
を

紹
介
し
た
が
、
地
域
保
健
医
療
は
、
単
な
る
医
療
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
こ
に
は
、
福
祉
問
題
と
の
関
係
に
お
い
て
、
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
地
域
医

療
の
中
に
お
い
て
医
療
問
題
が
当
然
論
じ
ら
れ
る
が
、
し
か

し
、
社
会
生
活
を
営
む
市
民
が
、
突
然
、
何
等
か
の
疾
病
に
お
か
さ
れ
、

健
全

な
る
社
会
生
活
が
送
れ
な
く
な
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
家
の
働

き
手
が
倒
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
治
療
の
困
難
な
疾
病
に
よ
り
治
療
費
に

よ
る
問
題
や
、
又
、
家
庭
内
の
問
題
と
な
り
家
族
崩
壊
と
言
っ
た
現
象
も

多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
ち
い
る
と
そ
の
家
族
や
本
人
に

対
す

る
経
済
的
、
精
神
的
な
援
助
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
、
各
種
の
福
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祉
関
係
法
や
制
度
、
政
策
に
よ
り
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
援
助
す
ら
も
気
付
か
な
い
人
々
が
多
い
の
も
現
状
で
あ

る
。
又
、
そ
の
よ
う
な
疾
病
を
持
ち
な
が
ら
も
、
自
立
し
て
社
会
生
活
を
送
ろ
う
と
望
む
人
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
て
、
地

域
社
会
の
中
に
お
い
て
、
援
助
の
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
あ
げ
る
事
こ
そ
、
地
域
保
健
医
療
の
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
以

上
、
日
野
市
の
事
例
か
ら
一
部
例
と
し
て
、
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
し
か
し
、
地
域
保
健
医
療
に
っ
い
て
は
、
研
究

各
々
に
ょ
り
、
説
は
様
々
あ
る
が
、
し
か
し
、
地
域
保
健
医
療
を
研
究
し
、
各
々
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
実
情
に
合
っ
た
形
態
で
定
着

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
医
学
以
外
の
他
の
分
野
か
ら
の
積
極
的
な
参
加
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
現
在
の
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
医
療
問
題
、
特
に
、
地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て

い

る
。
現
在
、
何
処
の
方
法
が
最
良
の
も
の
で
あ
る
か
の
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
し
か
し
、
各
々
の
地
域
の
実
情
に
合
せ
て
、
進
め
ら
れ

て

い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
医
療
関
係
者
以
外
、
社
会
学
、
社
会
福
祉
学
、
保
健
学
、
経
済
学
、
心
理
学
等
の
分
野
か
ら
の

出
身
者
が
か
か
わ
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
社
会
学
科
の
学
生
諸
君
に
、
地
域
保
健
医
療
を
例
と
し
て
、
保
健
医
療
社
会
学
の
研
究
、
又
は
、
福
祉
問
題
か

ら
の
ア
b
t
s
　
r
r
　
＿
チ
を
望
む
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
日
野
市
内
に
お
い
て
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
地
域
保
健
医
療
を
目
指
し
て
、
関
係
者
が
協

力
し
て
活
動
し
て
い
る
状
況
を
、
同
市
内
に
存
在
す
る
大
学
の
社
会
学
科
の
学
生
諸
君
に
特
に
、
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
思
う
の
で
あ

る
。

（恩
師
、
銅
直
勇
先
生
の
生
前
の
御
指
導
に
感
謝
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
）
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